
第３号様式（第15条、第17条、第18条関係）

事業者排出量削減計画書

基準年度

（22）年度
第１年度
（23）年度

第２年度
（24）年度

第３年度

（25）年度

１７９８７４トン１７７８９．５トン１７６０９．７トン１７４２９８トン-２．１パーセント

１７９８７．４トン１７７８９．５トン１７６０９．７トン17429.Ｂトン-２．１パーセン《1ｉｗｍ１.､

事業の用に供す
る建築物の用途
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該当する□には，レ印を記入してください。特定事業者以外で自主参加される事業者の方は，レ印の記入は不要です。
「細分類番号」とは，統計法第２条第９項に規定する統計基準である日本標準産業分類の細分類番号をいいます。
「基準年度」とは，計画期間の前年度又は計画期間の前の三年度の事業活動に伴う排出の量又は原単位の数値の平均をいいます。
「増減率」とは，基準年度と比較した計画期間の平均の増加又は減少の割合をいいます。

□新規図変更
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氏名.(法人にあっては，名称及び代表者の氏名）
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事業者の区分

;回2条第１項第１号

京都府地球温暖化対策条例施行規則；□2条第１項第２号又は第３号

;(｡2条第１項第４号

計画期間 -.-.-i{鞭煙ﾆｰ
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;::'三蔓 ＩＩＬ平成23隼/;4月 から平成26年r３月まで尋｡？

基本方針
ｺｶ9.房ﾗｳｴﾇＭ?洗う:長期経営構想の中で2020年に2004年比38％CO2削減目標を;立てており11,L製造部門においては目
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計画を推進するた
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温室効果ガスの排
出の実績及び削減
の目標

温室効果ガスの排出.の量

事業活動に伴
レ

フ 排出の量

評価の対象となる排出の量

目標の根拠
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事業の用に供す
る建築物の用途 原単位の指標
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事業活動 |こ伴う排出の量
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事業活動に伴う排出の量

（） 

原単位の指標及び目標の根拠

1101勺

ＩＯＤＩＩＯ 

基準年度

(22)111年度；
第１年度

(23)豊年度
第２年度
(24)〃年度

第３年度
(25)蟇年度

増減率

ＴｌｉＭ５８４４ 5８３８ 丘３２ 5５２７ -1.24パーセント

パーセント

｡刀｡ｺｰﾌﾜ郵湖;ｌＰ?Z二三の瀕鍵日孫(2020手に2004塁F比､乱箪効果】ﾘﾏｽ38％周り鰯､)に愛つきＰ５:=エ場における対

策として生産性の向上g<ｳｴﾈﾙ轍卓消費を抑える(照明設備を高効率な照明器具へ更新iﾄﾖ効率化貫流ﾎﾞ
イラムヘの更新等)対策を実施Ｌ潟蔓R勧果ｶﾞｽ毎期前年比1%削減に努める差
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通勤における自己
の自動車等を使用
することを控えさ
せるために実施し
ようとする措置

措置の内容

上記の措置を採用する理由
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公共交通機関利用推進を図りlCo2削減を目指す６

森林の保全及び整
備，再生可能エネ
ルギーの利用その
他の地球温暖化対
策により削減する
量

区分

森林の保全及び整備によるもの

府内産の木材の利用によるもの

再生可能エネルギーを利用した電力又
は熱の供給によるもの

グリーン電力証書等の購入によるもの

温室効果ガス排出量の削減効果分又は温
室効果ガスの吸収効果分の購入によるも
の

合計
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地球温暖化対策に
資する社会貢献活
動

水源酒養1iI;保全活動'Aﾐ水源とiなる森をJさわやか自然の森j'''十
ちり間伐な'どの森林の保全活動を継続じています；

ど名iうけ 、 自治扁体との共同管理契約を締結じくl枝打

特記事項直近の生産設備負荷を反映させる観点から最新の平成２丁21年度を基準年度とすることが最も妥当と判断した６
WiI1. 


